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■夏季休業へ向けて
本日の終業式にて、プレゼン資料を活用し

ながら以下のことについて話をしました。ご

家庭でも話題にしていただければ幸いです。

〇学び続けること

「勉強の階段」のスライドを見せながら、学び続けることの大切さについて話しました。どの教科もいきな

り難しくなることはなく、教師は毎時間スモールステップで指導しています。そこに「まっ、いっかー」とい

った心の隙間ができると、大きな段差となって「難しい、だめだー」となってしまいます。生徒にとっては、

「自立」が試される夏休みとなります。立ち止まることなく、学びを継続してほしいと考えています。

〇命を守ること・律すること

私はよく「正の成功体験・負の成功体験」につ

いての話をします。「正」は「プラス・よいこと」、

「負」は「マイナス・良くないこと」として捉え

らえることが多いので、「正の成功体験」とは例え

ば、「勉強を頑張ったら、成績が向上した」「練習を頑張ったら、勝てなかったチームに勝利した」などでしょ

うか。反対に、「負の成功体験」とは、「ルールを守らず、つい…」といった行為・行動をさします。生徒には、

「赤信号を無視して、つい渡ってしまう場面」を例に挙げました。「ルールを無視した危険な行為」は気のゆ

るみを生みます。「これまで大丈夫だった」という慢心が、大きな事故や事件につながってしまうこともあり

ます。負の成功体験を未然に防ぐには、「自分を律する」ことが大切だと考えます。そこで、私が小さい頃よ

く言い聞かされていた「お天道様が見ている」という言葉を紹介しました。「誰も見ていなくても、太陽（天、

神様）は見ています。だから、悪いことをしてはいけませんよ」という意味ですね。これは子どもに限ったこ

とではなく、私たち大人も「自律」が強く求められる時代だと考えています。

〇ことばと心

コミュニケーションツールとして中学生もＳ

ＮＳを活用しているようです。しかし、ＳＮＳ

は会話や対話と違って、相手の表情や身振り・

手振りを読み取ることができません。

言葉のみでは、自分が伝えたいこととは違う意味で受け取られてしまう危うさがあります。悪口や心無い言葉

は相手の心を傷つけます。生徒には、普段から温かな言葉を使ってほしいと願っています。長い夏休みです。

家庭でのＳＮＳの使い方も含めて、言葉の大切さについてお子様と話し合っていただければ幸いです。

根上中だより
E-mail neagari-jhs@school.city.nomi.ishikawa.jp

HP https://cms1.ishikawa-c.ed.jp/neagarij/

悪口や心ないことばは・・・ 温かいことばは・・・
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■熱中症対策に向けて
〇熱中症対策と感染症対策のバランス

今年の夏は例年よりも早く訪れ、毎日暑い日が続いています。現在、熱中症対策が推進され、感

染症対策を講じながら「マスクを外すこと」の指導がなされています。7月 20 日現在、感染者数は

急激に増加しており、保護者の方々も不安が募る思いであろうと拝察いたします。全県的には今の

ところ大きな行動制限はありませんので、引き続き基本的な感染症対策を講じつつ、「マスクを外す

こと」にもご配慮ください。下記は文科省から送付された資料です。ご確認ください。

～ お知らせ ～

8月 11 日（木）～8月 17（水）は学校を閉庁します。この期間中に、学校へ

の緊急な要件がある場合は、下記の連絡先にお願いします。

◇ 能美市教育委員会学校教育課 58－2271

※ つながらない場合は 能美市役所 ５８－１１１１


